
委
員
会
提
出
第
五
号
議
案

Ｊ
Ｒ
九
州
及
び
貨
物
に
係
る
経
営
支
援
策
等
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
に
国
鉄
が
分
割･

民
営
化
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
七
社
が
誕
生
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ

Ｒ
東
海
及
び
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
本
州
三
社
は
、
株
式
を
上
場
し
て
完
全
民
営
化
を
果
た
し
た
が
、
多
く
の
地
方

ロ
ー
カ
ル
線
を
抱
え
る
Ｊ
Ｒ
九
州
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
及
び
Ｊ
Ｒ
四
国
の
Ｊ
Ｒ
三
島
会
社
と
国
鉄
時
代
の
老
朽
資

産
を
多
く
保
有
す
る
な
ど
構
造
的
問
題
を
抱
え
る
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
つ
い
て
は
、
自
立
経
営
を
確
保
す
る
目
処
が

立
っ
て
い
な
い
。

Ｊ
Ｒ
九
州
・
貨
物
は
、
経
営
安
定
基
金
の
運
用
益
や
税
制
特
例
等
の
支
援
策
を
基
に
黒
字
を
確
保
す
る
形

で
設
立
さ
れ
た
が
、
地
方
に
お
け
る
過
疎
化
の
急
激
な
進
展
や
金
利
低
下
に
伴
う
基
金
の
運
用
益
の
減
少
等

に
起
因
す
る
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
各
社
の
努
力
で
何
と
か
経
営
を
維
持
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
九
州
・
貨
物
は
、
地
域
住
民
の
足
と
し
て
欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
存
在
で
あ
り
、
地
域
経
済
を
支
え

る
重
要
な
産
業
基
盤
で
あ
る
が
、
本
年
度
末
に
、
固
定
資
産
税
等
の
減
免
措
置
の
特
例
が
期
限
切
れ
を
迎

え
、
新
た
な
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
赤
字
路
線
の
廃
止
や
運
賃
改
定
な
ど
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
、
利
用
者
や
地
域
住
民
の
不
利
益
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な

る
。こ

の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
九
州
・
貨
物
に
対
す
る
経
営
支
援
策
を
継
続
す
る
よ
う
、
左
記
の
と
お
り
強
く
要
望
す

る
。

一

Ｊ
Ｒ
三
島
会
社
及
び
貨
物
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
を
減
額
す
る
特
例
措
置
（
い
わ
ゆ
る

「
承
継
特
例
」
「
三
島
特
例
」
）
を
延
長
す
る
こ
と
。

二

Ｊ
Ｒ
九
州
及
び
貨
物
を
は
じ
め
、
鉄
道
事
業
各
社
に
お
け
る
鉄
道
車
両
、
軌
道
用
車
両
な
ど
の
動
力
源

用
軽
油
に
対
す
る
軽
油
引
取
税
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
免
除
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
三
日

大
分
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会
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長
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